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Variety &
Technology

品種・技術
ここがポイント！

Category    肥料

Writer

POINT

ホクレン　肥料農薬部　技術普及課

肥料の基礎知識⑥〜pH・石灰質肥料・カルシウム

●土壌 pH の意味やカルシウムの役割を知り、適切な土づくりに努
めましょう。

土
壌
㏗
は
、
土
壌
の
酸
性
の
度
合
い

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
㏗
は
7
が
中
性

で
、
こ
れ
よ
り
小
さ
い
と
酸
性
、
大
き

い
と
ア
ル
カ
リ
性
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
土
壌
㏗
は
、
土
壌
中
の
養
分
や
有

害
物
質
の
作
物
へ
の
吸
収
さ
れ
や
す
さ
、

微
生
物
の
働
き
な
ど
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
土
壌
分
析
で
最
も
重
要
な

項
目
の
一
つ
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
作
物
は
弱
酸
性
を
好
み

土
壌
pH
が
意
味
す
る
こ
と

表１. 土壌pH の基準値
（北海道施肥ガイド2015 より）

表2. 主な石灰質肥料の特長

図1. 土壌酸性化のしくみ（「草地の土づくり」より改変）

※てん菜「そう根病」、馬鈴しょ「そうか病」の
常発地では5.5

区分 基準値

水田 5.5 ～ 6.0

畑地 ( ※ ) 5.5 ～ 6.5

野菜畑 6.0 ～ 6.5

草地（造成・更新） 6.0 ～ 6.5

草地（維持管理） 5.5 ～ 6.5

品　名 形　状 カルシウムの
形態

酸性矯正の
速さ

アルカリ分
（ホクレン取り扱い品）

炭カル
苦土炭カル

粉

炭酸
カルシウム

ゆっくり

53％

防散炭カル
防散苦土炭カル

粒
50％
53％

常呂貝殻粉末（ホタテ）
サンライム（カキ）

粉
粉・粒

53%
46%

消石灰 粉
水酸化

カルシウム
速い

65%

粒状生石灰
粒状苦土生石灰

粒
酸化

カルシウム
80%

100%

ま
す
が
（
表
1
）、
降
雨
や
施
肥
な
ど
に

よ
っ
て
土
壌
は
徐
々
に
酸
性
化
が
進
む
た

め
（
図
1
）、
定
期
的
に
土
壌
分
析
を

実
施
し
、
炭
カ
ル
な
ど
の
石
灰
質
肥
料

に
よ
る
適
正
㏗
へ
の
改
良
が
必
要
で
す
。

①
石
灰
質
肥
料
の
施
用
方
法

石
灰
質
肥
料
の
ア
ル
カ
リ
分
は
、
酸

性
を
矯
正
す
る
力
を
示
し
ま
す（
表
２
）。

通
常
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
な
ど
で

マイナス
イオン Ca

マイナス
イオンK

マイナス
イオンN

マイナス
イオン Mg マイナス

イオン Ca マイナス
イオン Mg

Ca

Ca

Mg

Mg

N マイナス
イオン K

N K

マイナス
イオン

①降雨
弱酸性の雨水中のマイナスイ
オン（炭酸）と土壌中のアルカ
リ分（石灰〈Ca〉や苦土〈Mg〉）
が結びつき地下に流れる

②施肥
肥料に含まれる硫酸イオンや
塩化物イオンなどのマイナス
イオンが、土壌中のアルカリ
分と結合し流亡する

③作物の吸収
石灰や苦土が作物に吸収さ
れ、収穫物として持ち出され
る

施肥

土
壌
pH
改
良
に
向
け
た

石
灰
質
肥
料
施
用
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全
層
に
施
用
さ
れ
ま
す
。
施
用
量
が
多

い
場
合（
2
0
0
㎏
/
10
a
以
上
）は
、

散
布
ム
ラ
を
少
な
く
す
る
た
め
２
〜
３
回

に
分
け
て
施
用
し
ま
す
。
ア
ル
カ
リ
分

の
大
き
い
生
石
灰
や
消
石
灰
は
、
一
般

的
な
石
灰
質
肥
料
の
炭
カ
ル
よ
り
早
く

効
き
、
必
要
量
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
直
接
肌
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
生
石
灰
は
吸
湿
性
が
強
く
水

に
濡
れ
る
と
発
熱
す
る
の
で
、
雨
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
取
り
扱

い
や
保
管
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
生
石
灰
や
消
石
灰
は
種
子
や

苗
に
触
れ
る
と
障
害
を
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
播
種
、
定
植
の
7
〜
10
日

以
上
前
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
場
面
に
応
じ
た
pH
改
良
方
法

畑
作
で
は
、
高
㏗
土
壌
で
馬
鈴
し
ょ

の
そ
う
か
病
発
生
を
助
長
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
石
灰
質
肥
料
施
用
が
控
え
ら

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
て
ん

菜
は
比
較
的
高
い
㏗
を
好
む
の
で
、
輪

作
体
系
で
て
ん
菜
作
付
け
時
の
み
一
時

的
に
㏗
を
改
良
す
る
に
は
、
石
灰
質
肥

料
の
作
条
施
用
や
苦
土
炭
カ
ル
入
り
複

合
肥
料
を
用
い
る
の
が
有
効
で
す
。

施
設
園
芸
で
は
、
硝
酸
態
窒
素
の
蓄

積
で
㏗
が
低
下
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
㏗
と
合
わ
せ
土
壌
塩
類
濃
度

の
目
安
で
あ
る
E 

C
を
確
認
し
、
低
㏗

高
E 

C
の
場
合
は
石
灰
質
肥
料
施
用
よ
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表3. カルシウムの形態と特性

は
、酸
性
改
良
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

炭
カ
ル
よ
り
作
物
に
利
用
さ
れ
や
す
く

㏗
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
カ
ル
シ
ウ

ム
を
供
給
で
き
ま
す
（
表
3
）。
特
に
、

馬
鈴
し
ょ
な
ど
炭
カ
ル
施
用
が
控
え
ら

れ
る
作
物
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
供
給
に
効
果

的
で
す
。

ホ
ク
レ
ン
で
は
、
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に

微
量
要
素
の
ホ
ウ
素
・
モ
リ
ブ
デ
ン
を
加

え
た
「
P
K
B
硫
カ
ル
」
に
つ
い
て
、

施
防
協
試
験
を
経
て
、
新
た
に
取
り
扱

い
を
開
始
し
ま
し
た
（
図
2
、
表
4
）。

な
お
、
小
豆
は
ホ
ウ
素
過
剰
に
弱
い
た

め
、
P
K
B
硫
カ
ル
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

カルシウムの形態
水への溶解度

（水 100g 当たり）
代表的な肥料 備考・主な施用方法

硝酸カルシウム 121.2g 硝酸カルシウム
●早効きの硝酸態窒素を含む
●玉ねぎ、馬鈴しょなどの追肥

硫酸カルシウム
210mg
(0.21g)

畑のカルシウム
PKB 硫カル

●土づくり資材として全層施肥
●馬鈴しょ、大豆などの基肥

炭酸カルシウム
1.4mg

(0.0014g)
炭カル ●土壌 pH 改良

大

小

※施肥は、試験区が慣行施肥（作条）+PKB 硫カル（全層）40 〜60kg/10a、
慣行区は慣行施肥（作条）のみ。

※棒グラフ内の数値は、上段が規格内収量（kg/10a）、下段が慣行区との比率（％）。

図2.2018 年度 PKB 硫カルの施防協試験結果

表4.PKB 硫カルの肥料成分(%)

ホウ素 0.20

モリブデン 0.01

カルシウム 19.15

その他
リン酸5%
カリ5%

苦土、硫黄を含有

60

80

100

120

140

美唄市 峰延 南るもい
大豆

北ひびき 本別町
馬鈴しょ

本別町

337
（106） 227

（104）

334
（112）

3,631
（126）

237
（101）

269
（119）

（%） り
、
過
剰
な
施
肥
を
控
え
る
方
が
効
果

的
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

石
灰
質
肥
料
は
、
㏗
改
良
だ
け
で
な

く
土
壌
や
作
物
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
供
給

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
に

は
生
体
組
織
の
構
造
維
持
や
情
報
伝
達

の
役
割
が
あ
り
、
動
物
が
カ
ル
シ
ウ
ム

で
強
い
骨
を
作
る
よ
う
に
、
植
物
も
強

い
植
物
体
を
作
る
た
め
、
ま
た
、
温
度

や
水
分
な
ど
の
環
境
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応

に
必
要
な
成
分
で
す
。

硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム
の
役
割
と

そ
の
供
給
を
目
的
と
し
た
肥
料
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